






Type Thesis or Dissertation
Textversionnone
Kyoto University
氏 名 果 b),tと 男 子)
学 位 の 種 類 教 育 学 博 士
学 位 記 番 号 論 教 博 第 4 号
学位授与の日付 昭 和 42年 7月 24日
学位授与の要件 学 位 規 則 第 5条 第 2項 該 当
学位 論文題 目 学業不振児の知的特徴に関する研究
(主 査)
論文調査 委員 教 授 倉 石 精 一 教 授 篠 原 陽 二 教 授 佐 藤 幸 治
論 文 内 容 の 要 旨
本論文は, 学業不振児の知能構造の特異点を明らかにしようと試みたものである0
学業不振児に関する従来の研究の多くは, 不振の原因を情緒不安定や環境条件に求め, 性格検査, 環境
調査等によって, その分析を試みているが, 本研究は, 学業不振を問題解決の仕方, 思考の能力等, 知的
側面から分析探究しようとした｡
被験者として, 米国テキサス州オースチンの小学校5･6年, 中学1年の男女から64人の不振児 を選
び, 各児にそれぞれ, 性, 年令, 知能指数, 居住地域, 父兄の職業, 経済条件が等しく, 学業成就値が普
通以上である対照児を組み合わせ, この64人を対照群として, 比較検討した｡











(7) 不振児は機械的記憶においてほ遜色がないが, 文章記憶では, 記憶の仕方が粗雑で不正確である｡













実験対象および対照群の設定に, 工夫の跡がみられるとともに, 使用したテス トは25種目におよび, 同
一被験者を分析精査した点で, 従来の諸研究をしのいでいる｡
資料の分析には, 多角的な指標を採用して, 考察を深め, 先人の見出した知見を, 新しい実験結果によ
って裏付けるとともに, 若干の新知見を提供している｡
ことに25種目のテス トバッテリーの因子分析の結果を省察し, テス ト問題の因子負荷量は, 被験者を通
じて必ずしも同一ではなく, 問題への接近の仕方によって, 当該テス トで測定される能力が異なるという
見解を, データにもとづいて提言しているのは, とかく安易にながれがちな, 筆紙法テス トに警告をあた
えるという意義がある｡
学業不振の原因は多様であり, 不振児を指導する上の着眼点も多面にわたるが, 従来強調されなかった
学業不振児の知的特徴を心理学的に解明した点は, 学習指導上にも重要な示唆をもつものということがで
きる｡
要するに, 本論文は教育心理学的研究として, 理論および実際の両面に貢献したと認められる｡
よって本論文は, 教育学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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